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モレーノ・ルソン教授の三つの講演
翻訳・解題　野上　和裕
第 1 講演　スペインの政治的クライエンテリズム  




















































































































































































































































































































































































第 2 講演　スペインにおける複数のナショナリズム  


























































































































































































































































































































第 3 講演　スペインにおける立憲君主制  













































　そして 20 世紀スペインの王制はいわば往復旅行をしました。1931 年第二共
和制の成立に至る選挙で〔王党派が都市部で〕敗れて〔当時の国王アルフォン
















そのためには、20 世紀と 20 世紀・21 世紀の二つの王制を比べてみましょう。
つまりアルフォンソ 13 世の治世（在位 1902 年から 1931 年）とフアン＝カル
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　フアン = カルロス 1 世は、アメリカに足繁く訪問し、アメリカ主義のレト






























































































































　フアン＝カルロス 1 世は、20 世紀の第二のそしてより長期の独裁制つまり
フランコ将軍の独裁制のナショナル・カトリシズムの価値観を教育されました




















































































陥っており、失業率が 2008 年から 2014 年にかけて 3 倍になっていたからです。
その上、浮気していたことが公然と報道されました。
　そして、最後に、民主主義への移行において国王が果たした役割にも、












なっています。というのも、2015 年 12 月〔20 日〕に行なわれた直近の総選
挙の結果引き起こされた政治的不安定と不確実性に直面し、それが議会多数に
基づく政府の樹立を非常に困難にしているため、その解決に国王がもっと関与




者〔書記長〕ペドロ・サンチェスが明日 3 月 2 日下院において首班指名の獲
得を目指して登壇します〔その後 2 月 23 日突然この日程が 1 日早まり、3 月
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第 3 講演　「スペインの立憲君主制」
　首都大学東京のキャンパスを離れて、市ヶ谷にあるセルバンテス文化センタ
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この解題は、基盤研究（B） （課題番号 25285043）「ユーロ圏危機下における南欧政治
の 構 造 変 容 に 関 す る 比 較 研 究 」（ 研 究 代 表 者 野 上 ）、 基 盤 研 究（B） 課 題 番 号　 
25285037「中小国を中心とするヨーロッパ諸国と日本の政治発展の比較研究」（研究
代表　平田武東北大学教授）の成果の一つである。
